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Health,Kodaira,Tokyo 187.)ReceivedJanuary22.1971..Botyu･Kagaku36,27 (1971).

(withEnglishsummary34).

6. オウシマダニとフタトゲチマダニに対する駆除剤の効力稔定 北岡茂男'f藤崎幸蔵 (農林
省家苗術出試験場)46.1.22.受理

･ フタトゲチマダニとオウシマダニの幼ダニに対するノックダウン効果は約 100樫の化合物のうち ･

カーバメイト. ピレスロイド剤が虫も高く,有機燐.有機規素剤,その他はより低かった. これら

の薬剤の飽血成ダニに対する産卵阻害作用との間にはまったく相関性が認められなかった.

マダニ矧 こ対する駆除剤の室内効力検定は. これま

で紙外国においても主として飽血雌ダニ,または宋吸

血幼ダニを用いて行なわれていた.すなわち,これら

両発-fJ<糊は生班的に一定の佃体刑が符やすく,前者は
抵抗力の長大伯を示し,後者はとくに多数個体が蚊用

できる利点があるためである.

駆除剤についての検定方法の検討,または改良法を

記述した報告として,成ダニにつき Whitnalland

Bradford(1947),Arnold(1952),Hitchcock(1953),
北岡･欠品 (1958),KitaokaandYajima(1961),

GrahamandDrummond(1964)などがあり.いず

れの切介も,殺ダニカではなく産卵阻告によって,さ

らに脚化率を加えて効果を判定している.

幼ダニについての殺虫試験は Fiedler(1952),

Whitehead (1958),Stone and Hydok (1962),

Uilenberg(1963),ChaudhuriandNaithani(1964),
Shaw(1966),Fiedler(1968),TorradoandGutierrez

(1969)などが報告し,WhartonandRoulston(1970)

はマダニの殺虫剤蛇抗性に関する総説の巾で,これら

の試験方法についてmmiに触れていろ.
祈者ら8-ll)は肌和で各種殺虫剤のオウシマダニ (ウ

シオマダニ)BooL･ht'Eusmz'cyobtus(-B.caudatus)

の飽血雌ダニに対する産卵阻害効果につき報告したが,

さらに新たな化合物につき,また対象虫としてフタト

ゲチマダニHaemaL)hysatistongfcornis*を加え,顔

卵阻害効果と末吸血幼ダニに対する時間的ノックダウ

ン作用につき調べ,それらの(lEiの相関性について検討

した.

この研究を行なうにあたり,托料を捉供されたクミ

アイ化学,特殊農薬,武田薬品.住友化学,出野識別

弧 日産化学,チバ製薬などの各社,に謝意を糞する

次郡である.

*外国の文献を含めわが国に分布しないH.bisblnosa
の学名が従来広く用いられていた.(I.Parasitol.
54.1197(1968)).

材 料 と 方 法

･供 試 虫

オウシマダニ阿節系.フタトゲチマダニ岡山･単為

生舛【系は.当研死去で良期間鼠代飼育している系統の

ものである.オウシマダニでは一定数の幼ダニを牛の

体表に散布,20-30日後成ダニとなり十分吸血した個

体を回収した.フタトゲチマダニでは末吸血雌ダニを.

袋をかぶせた家兎の耳に'1'JiEさせ,十分吸血し自然に

落下した胴体を.それぞれ胡ちに班mした.

末吸血ダニは 1-2i凹令の個体を用いた.すなわち

飽血マダニをirU符では 30●C,100,% R.H･,後者では
25●C,100,%R.H.下に田き,超卵させ.同条件下で
卿化を待った.

殺 虫 剤

純品または脚本- 堀井言系殺虫剤または殺ダニ剤10
粗 ピレスロイド5軌 rlJ機燐31弧 カーバメイト化

合物55粗 その他6和.カー′ヾメイト化合物の稲造式

は表中に示した.特記巧化合物の化学式は次のご

とくである.BRl1783(3-0,0-dimethyldithio･

phosphorylmethyl-benzoxazolone),TP-607 (0,

0-dimethy13-methyト4-cyanobenzenphospho･

rothioate),TP-540(0,0-dimethy1-2-methoxy-4-

cyanoben2;enePhosphorothioate).

製剤-Amiphos40%,Ciodrin46%,chlorfenvinfos

42,%',dichlorvos10,形.Fujithion50JOo',Mitemate50

形,phosalone35% の乳札 iodofenphos50% 水和

瓢 CAVP65,00'水桁剤,Bassa50%,Toxamate

20% 乳剤,apr∝arb50% 水和剤.

方 法

微rTil柿下法書)- 純.VJま.T=は原肘 ヒ合物の数理の洗
皮段階アセトン将校 (難桁の場合キシロールまたは水

などに桁解後にアセトン混合)を調製し薬量として休

重 1g当たり0.1-3000FLgとなる･よう微塁注射器で

浴液2-30FLtをダニの背面に漕下させ,アセトンが揮

散した後,管ぴん内に一匹ずつ入れ そのぴんを水を
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入れたデシケーターの中に移し,-オウシマダニでは

30oC,フタトゲチマダニでは27.5oC恒温下で産卵さ

せた.2退後に産卵塁を計塁し,体重当たりの産卵率

を求めた.アセトンのみでは数IOOFLt滴下しても産卵

に全く播響がないことがこれまでに判明しているので,

無処理個体を対府郡とした.各薬畳の処理群ごとにそ

の体重当たりの平均産卵率を求め,対敵群の平均産卵

率に対する比をもって阻害効果 (0Ⅰ)を現わした.つ
いで薬量 ･産卵率曲線から,図上で大略の 50% 阻害

量 0Ⅰ60(FLg/g)を得た.

噴窟法10)- 乳剤,水和剤,水溶剤の製剤ではまず

原体当たり3および1%紋を調製し,それぞれ4段階

の10倍希釈液の列を作った.飽血雌オウシマダニ10匹

または20匹を炉紙上に置き,以上の紋をガラス製噴霧

器を使用し,ダニの背面から液が流れ落ちる程度に十

分噴霧した.ダニはただちに径 9cm シャ-レ内の水

で湿らせた炉紙上に移しかえ,背面の液がある程度乾

いた状態となった時シャーレにふたをし,30oC恒温下

に保って2週後の産卵全員を計孟した.この間毎日,

炉紙上に少丑の水を滴下し,シャ-レ内を拓湿度に保
った.水のみ噴霧した対府ダニ群の全産卵血に対する
各処理群の産卵畠の率を求めた.

ノックダウン(KT)法一純品または原体の1mg/mJ

アセトン溶液を調製し,各1,5,10FLl容量のDrummond

〃microcaps"毛細管を用い溶紋を9cm シャーレのガ

ラス内面に滴下,ついで少量のアセトンにより均一に

広げ,アセトンが揮散した後,幼ダニ50-150匹をシ

ャーレ内に箔とし,輪ゴムを用いシャーレをポ1)ェチ

レンシートでおおった.観察時以外は27.5oCtii払下

に保ち,接触後一定時間ごとの幼ダニのKT数を記録

Table1. Knock･downactivity(KT50)ofvariouspesticidesonlarvaeofHaema♪hysalis
tongl'coYnisorBoo♪hiLusmicyoL)Lusand50/%'oviposition･inhibitorydoses(0Ⅰ60)
ofengorgedfemalesofB.micyoplus.

Chemicals H.to〟glCOYnis B.mt'cyoptus
Dosage(〃g/dish)

0.1 1 10 0.1 1 10

CHLORINATEDHYDROCARBONS
aldrin
chlorfenson
dieldrin
endrin

ethyトDDT

heptachlor
lindane

methoxycblor
strobane

sulphenone

ACARICIDESETC.

azoxybenzene
binapacryl
chlorphenamidine
Kilakar

qulnOmethionate
Padan
PYRETHROIDS
alletbrin
barthrin

CIlrySrOn
tetramethrin

pyrethrins

D

E

E
B
E
E

D

C
E
E
A
E

C
A
C
E
E

E

E

B
E
C
E

C
D
B
B
D

D

D
B
C

C

B
B

C
C
D
D

D

ち
E
A
D
B

E

C
E
B
D
D

B
B
C
C

C
C
D
D
D
D

B
C
A
B
B

D

E

C
E
ち
ち
C

20★

>1∝氾★
15*
2.5★

>1000

8★
10★

>1α)0
550★
>1000★

●

5

+

～

a
a
2｡
a
M

550

180

㈱
700
㈹
3
.

1

1

>

>

* Datafrompreviousreports.1り l)
A:<lbr, B:<3brs, C:<6hrs,D:<12hrs,E:>12hrs

a:Ineffectiveatdoseof500〃g/tick b:Ⅰneffectiveatdoseof50〝g/tick
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Table2. Knock･downactivityoforganophosphoruspesticidesonlarvaeofH.tong暮COrnl's
orB.mL'cYObt〝sand50% oviposition･inhibitorydosesofengorgedfemalesof
B.ml'croJ)tus.

Chemicals H.Lo〃gICOYnEs B.micyopLus
Dosage(〝g/dish)

0.1 1 10 0.1 1 10

PHOSPHONATE

trichlorphon
PHOSPHATES

Ciodrin

リ dichlorvos

CAVP

naled

chlorfenvinfos

PHOSPHOROTHIOLATE

Fujithion

PHOSPHORODITHIOATES

Amiphos
formothion

dimethoate

phosalone

RP11783

malathion

carbopllenOthion

phenkapton
EIsan

PHOSPHOROTHIOATES

cythioate

Cyanox
Tp-540

TP-607

fenthion

fenitrothion

fenchlorphos

iodofenphos

coumaphos

Cyanotbion

ECP

parathion
diazinon

PHOSPHOROTHIOAMIDATE

Mitemate

cYcLICPHOSPHOROTHIOATE

Salithion

D D B E

B

C

E

C

E

E

A

D

C

E

E

E

A

E

B

B

ち

A

B

E

E

C

B

C

E

E

E

C

E

E

E

D

E

E

E

C

E

E

D

E

C

E

E

B

ら

ち

D

D

D

E

C

B

D

E

C

B

D

B

C

B

B

B

B

C

C

C
C
E

D

E

E

E

E

C

E

E

D

C

D

E

E

C

C

C

D

E D

E

C

C

B

E

E

E

D

C

D

B

E

E

D

E

E

E

D

B

E

D

E

C

E

E

E

B

E

D

E

D

C

E

D

E

C

E

E

E

C

B

C

C

E

D

C

B

B

7.5★

3｡

40｡

棚
.-

3

4｡

…｡

b

l
･
5

-

帥

即

急

3｡

㈱

b

oo｡

㈹
肘

抑

肘

00

芸

笠

肘

1

3

1

日H

=

日日

>

>

>

Forthesymbols,seetilefootnotesofTablel･
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した.kTのプロビット･時間直線を引きグラフ上で

KTBO億 (hr)を求めた.

試験はすべて 2.-3回の練返しをおこなった.

結 果 と 考 察

KT効果として,KT60値に応じ,1時間以内,1-3時

間,3-6時間,6-12時間,12時間以上の5段階に分

けた記号でその効果の大小を表現し,またオウシマダ

ニに対する0Ⅰ6.億とともに,それぞれTable1-5と

して示した.製剤の産卵阻害効果については,Fig･1

に没皮 ･産卵率曲線として示したTable1-5の中の

一部の化合物についてはオウシマダニ0Ⅰ60と1FLg/シ

ャーレのKT5｡の相関図としてFig･2Aに,両種ダニ

1FLg/シャ-レのKT80間.および 0Ⅰ80間の相関図と

して Fig.2Bに図示した.Table1-5およびFig･2A,

2B より明らかなごとく2位のマダニに対するKT作

用は一般的にカーバメイト剤が大きく,匹敵するもの

がピレスロイドであり.有機燐瓢 有機塩素剤.その

他の兆剤はより低かった.また接触薬塁の点で比較し
た時.前者のカ-バメイト,ピレスロイドではシャー

レ当たり0.1FLgでもKTはかなり短時間であったが,

後者の群のものは 10FLgでも多くは相当するような時

間を示さなかった.

幼ダニについての殺虫試験の方法は研死者によりか

なり相違がある.乳剤にダニを一定時間浸抗後炉過

し,ガラス管,シャ-レ,炉紙袋などに移し換える方

法2,17･21)殺虫剤含有の炉紙泣内で接触させる方法,lB)チ

ィー ･バックに用いられる紙と同質の紙袋内にあらか

じめ将化前の卵を入れ,幼ダニが押化した略 全体を
乳剤中に浸温 故を切ってそのまま観察に眺す る方

法1)などが報告され,それらのいずれも24時間死亡率

を観察している.

今回の実験でKT60を指標としたのは,Fied!er3'そ

の他もすでに報告しているごとく,詳細な祝賀くなしよ

うとするほど長時間にわたりかすかな生存反応が.はめ

られ,生死の判明は甚だ困難となり,他方幼虫は一般に

飢餓に耐え長期間生存しうる能力があるにかかわらず,

ごくわずかの外的操作や環境変化で短時間に死亡する

ことがあるので.前者の方法で試験をすると24時間以
内に対照群がしばしば高い死亡率を示すことが起こっ

たためである.そのためFiedler,S)Uilenberg18)らの

Table3. Knock-downactivityofmono-substitutedN-methylcarbamatesonlarvaeof

H.to〃gl'CoYnisorB.ml'croptusand50%oviposition･inhibitorydosesofengorged
femalesofB.mfcYOblus.

lく∈∋ 0-冒- Nく;IH.
ll

R
2 3 4

H.LonglCOrnl's B.mEcyoblus

Dosage(〃g/dish)

0.1 1 5 0.1 1 10

NO皇

仙

仙

.!

.LI
,i

B

CC

BB

A

C

D

C

B

B

B

A

E

A

D
A

A

B

D

A

B

E

B

AB

B

AB

C

D

B

B

E

ら

A

A

C

B

A

C

A

E

B

E
A

B

A

ち

C

A

D

B

60

30

00

50

50

a
9

b
15

40

b

b

00

b

b
o

l

1

5

3

2

1

Forthesymbols,SeethefootnotesofTable1.
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Table4･ Kn∝k･downactivityofdi･substitutedN-methylcarbamate90nlarvaeof
H.to〝gL'cornl'sorB.mrcro♪lusand50,%oviposition･inhibitorydosesofengorged
femalesofB.ml'crobtus.

_二三 二二二二=
IJ

R
2 3 4 5

H.LongtcornEs B.mJ'crobtus
Dosage(〝g/dish)

0.1 1 5 0.1 1 5

CH8 CH3
CH3
CHs

CH3
CH3

CHS
CI
CH8
CH2CH=CHB
トPr

ocH
叫
諾

恥

蕊

恥

:-II_=･･

Br

ou
8

cl
cH
cH

CH8

CH8

CI
CHB

CH3 N(CHa)2
CHa
CHS NOB
CI
CI CI

CH2CH=CH2

Hn
lE

C
C

r

u

cl
げ

Br

畑

-

D

E
B
C

C
E

E

E

D

D
E

E
C
B

B

A

B
D
B
A
B

E
B
E
E
E

A
A
E
C
E

E
B
E
A
E
A
A
E
B
A
A

A

C A

B

D

C

D

B

A
B

C
A
D
D
C

A
A
C
B
C

E
C
E
B
E
A
B
E
C
B
A

B

‖
日

日

.

A
C

★

50
35
80
60
50

50

b
a
a
a
60

b
a
a
oO

a
b

a
b

a
a
80

a
50
10
15
00

Forthesymbols,seethefootnotesofTable1.

Table5. Knock-downactivityoftri･substitutedN-methylcarbamatesonlarvaeofH.tongl'cornF's
orB.ml'croj･lusand50%oviposition-inhibitorydosesofengorgedfemalesofB.mlcyoplus.

0
IR主≡読O-と-NこL

R
2 3 4 5 6

H.7ongEcorn'･s B.mEcroL'lus OT50

Dosage(〝g/dish)

0.1 1 5 0.1 1 5

CHs
CH3 CHS
CHS

3

g

cH

N

●一

t_

NO

cl

cl
m

cI
Br
Br
Br
Br CH3

CH3

C1 CHS
CHS CH3

CI

CI Cl
NO2

CH2CH=CH2
CI CHS
NOE CH8

i-Pr CH8

Cl

Br

E
C
D

C

E

E
B
B
E
B

E
D
E
A
E

B
B

D
B
A
E
D

D
C
E
B
C

D
B

C

A

B

A

b
b
b

a
130

a
160
a
650
b

a
601

Forthesymbols,seethefootnotesofTable1.
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方法に噸じ,先に述べた方法で時間的KTを調べた.

KTB｡が12時間以内の場合には対照の死亡は認められ

ず,また判定困難は生じなかった.

カーバメイト剤. とくに phenylN-1nethylcar-

bamate化合物の化学構造と種々の昆虫に対する殺虫

効果の関連性について検討した研究は多数あり,この

間hlについての絵説13)や,わが国の報告7,16)も参舶す

ることができる.今回の結果の中には,それらの結論

の城をはずれるような特異性は認められない.フェニ

ールの2つの置換基が3,5または3,4位にはいった

ものが,他の位置のものより効果が大きいことが一般

的に認められているが,Table4の12と13,14と15,23

と24番目の対につき比較すると2,3位のほうが殺虫

性が大であった.多くの著者も指摘したごとく虫の種

獄差による効果の現われ方の相速という範囲をでない

ものと考えられる.Table4に示されたごとく,2,6

位のものには例外なく殺虫性および産卵阻宕性を示す

ものはなかった.

これまでオウシマダニのみを供試虫としたおもな理

由は,1回寄生のダニであるため3回寄生ダニと比較

し.世代の速度が数倍早く,牛の体の全身に寄生させ

うるので容易に大畠をえることができ,また家畜寄生

ダニとしては世界的に故も広く分布する最重要種であ

るためである.わが国のマダニのなかでは全国的に広

く殻も班皿に分布し,牛のタイレ.)ア病とバベシア病

u

o
!
)
!
s
o
d
t
^
o

Ttza
3
1

3
d FuJlthl0n M[t… LC
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の媒介者となるフタトゲチマダニが,防除のおもな対

象虫であるので,このダニを用いた駆除剤の効果に関

するデーターがむしろ必要性が高い.しかし成ダニを

実験室で吸血させろ場合,動物の耳などに寄生させる

ため大虫の飽血成ダニをうろことが著しく囚粗である.

そこでオウシマダニに対する効果における碗向が,フ

タトゲチマダニに対する憤向の推定の資料としてul川

できるか,どうかを知ることが望ましい.Fig.2Bの

両種の0Ⅰ50値間の相関係数Y-0.962,Fi(0.01)-34.12
くF0-37.21,すなわち 1% 危険率で相関が認められ

る.

一方Fig.2AのオウシマダニKT60とOIBO仙II'Jの
相関は,r--0.056,F!o(0.05)=4.ll)F｡-0.112で
有志性があるとはいえず,Fig.2Bの両種のKTBOL山

間では,r==0.701,FiT(0.01)-0.720(F｡-45.41,で

相関が認められる.

Fig.1に示されるごとき浪度 ･産卵率曲線.油下地

では薬韮･産卵率曲線は,必ずしも一定の曲線の形を

とることはなく,一般に低蕃性とされている薬剤では.

高批皮部位に尾を引く憤向を示した.阻害率が高いと

ころでは脚化率が著しく低下するが.低いところでは

全く好蟹を受けない10'ので,脚化率を考はしても50%
の伯はほとんど変化しない.したがってダニに対して

I
も産卵阻EI.]7-よりむしろ卿化阻苔作用を示す昆山不妊剤
の効果と,以上の殺虫剤の産卵阻臼効封を拡式の不妊

仔甘
二 二

n_冒;30;きき書至 M_.n;.9.;きき呈重 い 苫;.ga;ヨき.!き い3;空ききき雪書
Concentration%

Fig.1. PercentovipositionofengorgedfemalesofBoobhl'Lusmicroblusafterspraying
withatdifferentconcentrationsofpesticideemulsions.
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lindane(△),Padan(▼),andchlorphenamidine(ロ).Thelargesemi･solid
symbolisaplotofO I800fB.ml'croL)tusversusOT600fII.tongl'cor〝Esforeach
ofthechemicalsshowninFig.2B.
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作用として同一尺度の上でその効果の大小を比較する

ことが可能である12).

KT60は殺虫剤の速効性の指按であって,総合的な

駆除効果の一つの面の効果を示すに過ぎず,値の大小

には評価の3IE点を位くことなく,その他はおもにスク

1)-ニングの網から拾うか.迅過させてしまうための

資料だけにとどめることがより望ましい方向であり,

実用に際しては,当然野外試験の結果に有効性の判定

がゆだねられるべきである.今回の結果において KT

と0Ⅰ伯の問には相田がないことが示され,今後位用

兆剤の退択にあたり,寄生ダニ駆除のため育休に垣接

散柑する兆剤と.牧野内の末寄生ダニの駆除のため蚊

用される兆剤は,対象別にその種類を迎えろことが,

その諜剤のL4f効性をさらに発揮させるために必要であ

るものと考えられる.

ま と め

10相のJIJ機銭拭 .5位のピレスロイド,31種の有機

燐,55柾のカーバメイト,殺ダニ剤などを含む6種の

兆剤のオウシマダニ,フタトゲチマダニの飽血噸ダニ

に対する超卵阻'Jl･(0Ⅰ)効狐 および幼ダニに対する

ノックダウン(KT)効米を調べた.

1. 納税の幼ダニに対するKT効果は一般的にカー
バメイト.ピレスロイド化合物が大きく,有機燐.有

機脱三払 その他の化合物ではより低かった.

2. オウシマダニの KT80伯と50% 産卵阻EiF]t低
(OIBO) の∫l.TJでは相凹が認められなかった.

3. オウシマダニとフタトゲチマダニに対する0Ⅰ50

の∫l.11には揃い仙Lklがあり.また KTB｡間にも明らかな

相朋があった.

4. phenylN-methylcarbamateのフェニールの

2,6位に'B換益のある化合物の中には,KTおよび0Ⅰ

効果を示すものがなかった.

5. 寄生ダニと牧野円の末寄生ダニに対する殺虫剤

は,それぞれに対し吋用とするものが選ばれるべきで

あろう.

Sllmmary

Theassessmentofthetick･controllingeffects

ofabout100chemicalsonBoo♪httusmicrobZus

and Hac〟1017hysalistongtcoyniswasconducted.
Theknockdowntimeofunfedlarvaewasmeasured

bythedryfilm methodandtheoviposition-

inhibitory(Ol)doseonengorgedfemaleswas

measured bythetopicalapplication method.

Concentration-ovlpOSitioncurveswerealsopre･

Sentedfrom theresultsofsprayingofemulsions

of 12 insecticides on engorged females of

B.micyoplus.
Ingeneral,thecarbamatesandpyrethroids
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showedthestrongesteffectontheknockdownand

followedbyorganophosphorus,organochlorinated,

andothergroupsofcompounds.Nocorrelation

wasfoundbetweenthevaluesofKTBOandOr80

ofB.micropLus.Ontheotherhand,correlation

coefficientbetweenKT80ValueofB.microbZus

andthatofH.LonglCOYniswashighlysignificant

withr-0.701andthatbetweenOI50Valuesoftwo

specieswasalsohighlysignificantwithr-0.962.

Thosecarbamateswhich had lessknockdown

activitywerehardlyinhibitoryonovlpOSition.

Fromthepresentfinding,itcouldbesaidthat

chemicalsshouldbepreferedforthecontrolof

ticksbetweenparasiticandnon･parasiticstages.
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